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力 D 湿セラミックヒーター MOD-CH 1203 H 


取扱説明書-保証書 



このたびは、当社製品をお買い上げいただき 
まして、誠にありびとうございまず。正しくご 
使用いただくために必ずこの取扱説明書をよく 
お読みください。なお、お読みにな5れたあと 
もいつでも見5れるよラに大切に保巧してくだ 
さい。 



を全上のごま意 . P . 2〜3 

を部のち称とはた6き . P . 4〜已 

正しい使いかた . P . 6〜11 

お手入れと保を . P . 12〜14 

修埋.ヴービスを依頼ずる前に . P . 14〜1已 

アフターヴービスについて . 裏表紙 

保証書 . 裏表紙 



型 名 

M 0 D - CH 1203 H 

電 源 

AC 100 V 已 0/60 HZ 

消費電力 

強800 W /弱400 W 

ヒーター 

PTC ヒーター 

安全装置 

転倒オフスイッチ（内蔵タイプ）/温度ヒューズ/サーモスタット 

加湿性能 

1時間当り強：約300 ml /弱：約200 ml /送風：約] 00 ml 

連続加湿時間 

約日時間（強運転時） 

水タンク容量 

約 2.7 L 

電源コード長さ 

約] .8 m 

外形寸法 

約幅290 X 奥行き ] 日 7 X 高さ4已 3 mm 

お g 

貨 里 

約 4.7 k 邑 

付属品 

加湿フィルター X ] (本体に取り付け済)、ミ舌性炭フィルター X 2、 取扱説明書.保証 
書 X ] 


• 仕様等は改善•改良のため、予告な<変更することびあ0ます。 

参この製品を使用でさるのは曰本国内のみで、海がでは使用でさません。 


(This unit can not be used in rorei 呂 n countries as designed for Japan only.) 

口ほ式ち社 FO ツジわ 














































まを上のごま意 


♦ご使用になる前に、この r 安を上のごミち意 J をよ<お読みの5え、正し<お使い<ださい。 
♦ここに巧したを意事！！はまをに関する重大な内容を記載していまずので、おず守って<ださい。 
♦お読みになつたあとは、おほいになる方びいつでを見5れるところに、化ず保巧して<ださい。 


A 警告 

誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ可能性が想定される内容を示します。 

A ) ま忌 

誤った取り扱いをずると、人び傷害を負ラ可能性および物的損害の発生び想定される内容を示 
しまず。 

(物の損害とは、家屋-家財-家畜•ぺット等にかかわる拡大損害を示しまず。） 


図記号の意味と例 



( S ) は、「してはいけないこと」を意味していまず。具体的な禁止内容は、&①中や近くに絵や 
文章で示していまず。 庙図の場 S ホ、 r 分巧禁止」を示しまず。） 

€ 

参は「必ずずること」を意味していまず。具体的な強制内容は、参の中や近くに絵や夕章で示 
していまず。 （ち図の場合は、「電源プラグをコンセントか S 巧くこと」を示しまず。） 




交流100 V 1 U がでは使用しない。 

火災-感電の原因になります。 

0 

使用禁止 

可燃性ガス•腐食性ガスが発生ずる場所、たまる場所 
では使用しない。 

割れ•巧あさが生じ、引火•漏電の原因とな0ます。 


電源コードを傷つけたり、破損したり、加工した0、無 
理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、 
重いちのを乗せた0、挟み込んだ0しない。 

火災-感電の原因になります。 


電源プラグはコンセントの奧までしっかり差し込む。 

感電-ショート-発义の原因になります。 


電源コードや電源プラグび傷んだ0、コンセントの差し 
込みがゆるいときは使用しない。 

感電•ショート■発火の原因になります。 

〇 

指示 

定格1日 A Ui 上の壁コンセントを単独で使ラ。 

他の器具と併用するとコンセント部び異常発熱して発 
火するおそれびあります。 

0 

禁止 

子供だけで使わせた0、幼児の手の届くところでは使用 
しない。 

けび-やけど-感電の原因になります。 


電源プラグの巧および巧の取り付け面にホコリが付着し 
ている場合はふきとる。 

ホコ U び付着したまま電源プラグを差し込むと、ショー 
卜 •义がの原因にな0ます。 

本体のずき間にピンや針金などの金属物等、異物を入 
れない。 

感電•けびの原因になります。 

プラグを抜< 

使用後は電源を切り、電源プラグをコンセントか5巧く。 

火災や故障の原因になります。 


スプレー生などを本体の近くに置かない。 

爆発や火災の原因になります。 

お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントか 
5抜く。 

感電•火災-けがの原因になることびあります。 


本体に巧類やふとんなどを掛けて使用しない。 

過熱や火災、やけどの原因になることびありまず。 

分解禁止 

分解しない。また、修理技術ち切がの人は修理しない。 

火災•感電-けびの原因になります。修理は販売店ま 
たはドウシシャサービスセンター（裏表紙参照）にご相 
談ください。 


就寝中は使用しない。 

寝具などび触れて乂災の原因になります。 

磯） 

めれ手禁止 

めれた手で、電源プラグを巧を差ししない。 

感電の原因になりまず。 

0 

使用禁止 

異常時（こば臭い、発煙など）は電源プラグを抜き、使 
用を停止ずる。 

火災-感電の原因になります。 

媛) 

水めれ禁止 

水につけたり、水をかけたりしてめ5さない。 

ショート■感電の原因になりまず。 
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A ミ主意 



お手入れや持ち運び、保巧の際は、本体び冷めてか5行 
なう。 

火災ややけどの原因になることびあります。 


ア□マオイルなどち香剤を水タンクへ絶対入れない。 

本体の破損、故障の原因になります。 


壁や家具の近くで使わない。 

熱で壁や家具び変形.変色したり、火災の原因になる 
ことびあります。 

0 

禁止 

使用中は本体か5離れない。 

火災の原因になることびあります。 


不安定な場所や熱に弱い敦物の上で使わない。 

けびや火災の原因になることびあります。 

犬やネコなどのペット暖房用には使用しない。 

ペットび本体传電ミ原コードなどを傷め、义災の原因に 
なることびあ0ます。 


力ーテンやふとんなど、燃えやずいちのの近<で使わない。 

乂がの原因になることびありまず。 


お手入れの際は住宅用洗剤-シンナ ー• ベンジン-アル 
コール-磨き粉'などを使わない。 

変色‘変形-感電‘故障の原因になります。 


乾燥など他の用途に使用しない。 

過熱して発火の原因になることびあります。 


電源プラグを抜くとさは電源コードを持たずに必ず電源 
プラグをちって引き巧く。 

感電やショートの原因になることびあります。 


湿度の高いところ （8 己％政上）では使用しない。 

室内を濡らしたり、故障の原因となります。 


運乾をずる際は、必ずフィルターを取0付ける。 

フィルターを取り付けずに運転すると、火災传故障の 
原因になることびあります。 

0 

加湿した風び直接、家具•壁-カーテン-天井などにあ 
たるところ（温風•送風の出□の前）で使用しない。 

家具•壁に染みびついたり、変おの原因になります。 
本体を壁、家具、カーテン、寝具などから離してご使 
用 < ださい。 


加湿機能を使用しないときは、水を捨てる。 

使用しない水をそのままにしておくと、カビや雑菌び 
繁殖し異臭の原因になります。 

使用しないときは、水タンクと加湿トレーの水を捨て 
て < ださい。 

禁止 


〇 

指示 

水タンクおよび加湿トレーの水は毎日新しい水道水と 
入れ督える。本体内部は常に清潔を保つよラ定期的に 
お手入れずる。 


傾いた場所や棚などの高い場所-不を定な場所には置 
かない。 

転倒すると本体の破損、けびの恐れびありまず。 


お手入れせずにお使いになると、ミちれや水アカによ0、 
カビや雑菌び繁殖し、異臭の原因になります。まれに 
体質によっては、過敏に反応し健康を害ずることがあ 
0ます。この場合は、医師に相談してください。 


温風 • 送風の出□に指を入れない。 

けびの恐れびあります。 


凍結にま意する。 

凍結のおそれびあるとさは、本体の水を捨てる。 


温風 • 送風の出□をふさがない。 

温風•送風吹出□をふさぐと、変おや故障の原因とな 
ります。 


本製品の近くに携帯電話やパソコンなどを置かない。 

加湿運転中は製品周囲の湿度び高くなりますので、製 
品の近くに置かないでください。 


水道水!;(がは使用しない。 

一般的に水道水は塩素殺菌処理されてお0、雑菌び繁 
殖しにくいためです。ミネラルウォーター、アルカ U イ 
オン水、井戸水、浄水器の水を使用すると、カビや雑 

接触禁止 

使用中や使用後しば6くは、温風-送風の出口（高温部） 
に軸れない。 

传けどの原因になることびあります。 


園か繁殖しやすくなったり、水アカかをくなったりして、 
異臭の原因にな0ます。 

4 

本製品はテレビ、ラジオなどか 52 m じ1上はなして設置 
する。 

雑音の原因になる場台びあります。 


お湯は使用しない。 

4日で政上のお湯を使用すると、変形•誤動作の原因 
になります。 

本体を傾けない。 

水タンクに、水を入れたまま本体を傾けると、水びこ 
ぼれる恐れがあります。 


3 





























各部の名祿とはた 3 を 


操作部 


※すべての表示ランプは約1分間操作されなかった場合、暗くなるよラに設定されています。再び 
操作されたとさには、明るくな0ます。 


操作部 

(本体上部にありまず） 


前面カバー 

温風-送風の出 □ 
風向調節つまみ 

本体 


入タイマーランプ加湿モードランプ 


運転モード 

電源ランプ ランプ 


切タイマー 
ランプ 






己 H - 1 


連院1 1。日湿] 

) 

電画 

〇 


お m を围 

〇 〇 〇 

ド IqH す4ぶ 

8ぶ| 

50 已〇 70| 
0 〇 〇 1 


加湿ランプ 



電源スイッチ 
取っ手 

背面カパー取りはず 
しボタン 

湿度センサー(巧蔵） 

背面カバー 
(巧部に水タンクがあり 
まず） 

吸気口 


加湿トレー 

(內部に加湿フィルター 
などがセットされてい 
まず） 



安全装置について 

•使用中に転倒した場合は、転倒オフスイッチ 
び働さ電源を切0ます。 

•温度び上昇しすぎると、サーモスタットび働 
さ、自動的に運転を停止しまず。（温度び下 
がると自動的に運転を開始しまず。） 

さらに温度げ上昇ずると、温度ヒューズげ働 


さ、運転回路を遮断しまず。（温度び下びっ 


r - 

• 使用中は本体か5離れない。 

てを運転は開始されません。販売店またはド 


A ミち意 

• 本体を移動させる場合は、本体び;ちめてか 

ウシシャサービスセンター（裏表紙参照）に 


5取っ手を持って移動させる。 

ご連絡 < ださい。） 

V J 


\ _ 

• 使用中や使巧後しば5くは、温風-送風吹 
出□に細れない。 

A 






















































































































加湿フィルター 


フイルターケース 


加湿トレー 



付属品 



活性炭フィルター 

お買い上げ時は、ポリ袋に入れ、2 
個付属していまず。最初に運転させ 
る前に取り付けてください（目ぺ一 
ジ)。 



加湿フィルター 

(フィルターケース巧に取り付け済) 


必主意 


• ア□マオイルなどち香剤を水タンクへ絶対入れない。 

本体の破損、故障の原因になります。 

.本体を移動させる場含は、先に水タンクをはずし、加湿トレーの水を捨てる。 

水タンク及び加湿トレーの水びこぼれるおそれびあ0ます。 

• 活性炭フィルター-加湿フィルターを必ず取り付けて使用ずる。 

取り付けないで使用すると故障の原因になります。 













































































正しい使いかた 


使用前の準備 


1. 本体を水平な場所に設置する 


安定した水平な場所に設置してください。 


心ち意 


テレビ、ラジオなどか 5 2 mm 上はなして設 
置ずる。 

雑音の原因になる場をびあります。 


2. 本体を正しく設置する 

安定した水平な場所に設置して<ださい。（ち図) 


《近くに可燃物びないことを確認し、可燃物びあ 
る場合は、移動させてから使用してください。 


※近くに携帯電話、パソコンなど湿気に弱い 
電モ機器、精密機器などびないことを確認 
して < ださい。 


※本体を動かずとカラカラと音びずることび 
ありまずび、これは転倒オフスイッチ（安 
全装置）の音であり、異常ではありません。 


3. 活性炭フィルターを取り付ける 

前面カバーを取りはずし、付属されているま性 
炭フィルターを取0付けまず。 

(1) 前面 カバーを はずず 

前面カノ（一の上側面部と天面部を両手で持ち、 
上に持ち上げなびら手前に弓Iくと、はずれまず。 

に）ポリ袋か5活性炭フィルターを取り出ず 

※ミ舌性炭フィルターやポ U 袋に黒い粉 （ ま性炭） 
び付着していることびありまずび、性能に影 
響あ0ません。 


(3) 活性炭フィルターを取り付ける 

ま性炭フィルターに刻印されている 「Outside」 
の文字と矢印「今」を見つけて<ださい。 

- 「Outside」 の文きのある側を外側にして、 
矢印 r 吟」の方向に取0付けまず。 

-左ち2か所に取り付けてください。 

■奥までしっか0と取0付けて<ださい。取0 
付けび不十分だと前面カノ（一び取り付けられ 


ません。 


A 注意 


活性炭フィルターを必ず取り付けて使巧ずる。 

取り付け5れていないと、本体内部に3ミや 
ホコ IJ び入り、 K 障の原因になります。 


(4) 前面 カバーを 取り付ける 

本体下部の凹部に、前面カバーの下部にあるツ 
メを合わせた上で、前面カバー上部を本体側に 
押し込むと、取り付けることびできまず。 


本化は壁や周囲か6適当な距離を巧つ 
て<ださい。（义災の原因になります） 


本製品の設置はじ(下の点にを意して < ださい。 



次のよラな場所では使用しないでください。 

※毛足の長いカーぺットや座布団の上などの不 
安定な場所（本体び傾いたり、浮いたりして、 
転倒した0、転倒オフスイッチの誤動作の原 
因になりまず。） 

※温風•送風吹出□を壁、寝具、カーテン、家 
具など燃えやずいちのに向けないで<ださい。 

《本製品の近くには携帯電話、パソコンなど湿 
気に弱い電モ機器、精密機器は絶対に置かな 
いで < ださい。 

V_/ 



前面カバー裏•ツメ 本体下部-凹部 


臣 





















































































咖湿運拓の準備] 

(加湿機能を使用しない場合は給水しないで < ださい） 

4. 給水する 

①背面カノ（一にある、背面カノ（一取りはずしボ 
タンを巧して、背面カバーを取りはずしまず。 


⑨水タンクを上に持ち上げ、取り出しまず。 

③ 加湿トレーを引さ出しまず。 

-加湿トレー内にミちれなどびないことを確 
認します。 

※水タンクをはずさないと、加湿トレー 
を引さ出ずことはでさません。 

-加湿フィルターやフィルターケースび確実 
に取り付けられてしぶことを確認しまず。 

④ 加湿トレーを元に戻しまず。 

※加湿トレーをしっか0と奥まで差し込ま 
ないと、電源を入れた場合、電源ランプ 
び点滅し、運転操作びでさません。 


⑥水タンクの水タンクキャップをはずして、 
されいな常温の水道水を入れてください。 

⑥ 水タンクキャップを確実に締め、こぼれた 
水をふさとり、水漏れびないことを確認し 
てください。 

⑦ 水タンクを元に戻し、本体の凹部に背面力 
バーのツメを差し込み、背面カバー取0は 
ずしボタンを押しなびら、背面カバーを取 
0付けまず。 

※水タンクを取り付けるとき、水タンク 
キャップび左側になるよラに取り付けて 
ください（ち図）。 



水道水む列の水は使巧しない。 

ア□マオイルなどち香剤を水タンク-加湿 
トレーへ絶巧入れない。 

本体の破損、巧障の原因になります。 



背面カバー取りはずし 
ボタン 



a 


耐< 


0 ^ 



レ 


水タンク 


背面カバー 

背面 カバー ツメ 
凹部 

水タンクキャップ 



[巧巧] 

己電源プラグをコンセントに差し込む 


A 警告 


• 定格1曰 Aly 上の壁コンセントを単独で使用ずる。 

他の器具と併用するとコンセント部び異常発熱して発火するおそれびあ0ます。 

• 本体に巧類などをかけて使用しない。 

义災ややけど、本製品の故障の原因になりまず。 

• 電源コードを束ねたまま使用しない。 

電源コードの発熱、発火のおそれびあります。 

• 外出等で本体か6長時間離れるときは、電源プラグをコンセントか5巧く。 

安全装置び働いて、ヒーターび停止していることびあります。温度び下びると自動的に運転を開始しますので、 
消し忘れや火災の原因になります。 












































正しい使いかた（つづを) 


6. 電源スイッチを入にする 

本体裏の電源スイッチを入にしまず。 

-電源ランプび点灯しまず。 

•「ピー、ピー」と音か鳴0まず。（電源コード 
を差しなおした場合ち最初に音び鳴りまず。 
すクこ電源コードを差しなおしたり、電源スイッ 
チをすばや<「入^切^入」にずると、音び 
鳴らないことびありまず。） 

※加湿トレーびしっか0と奥まで差し込まれ 
ていない場合は、電源ランプび点滅しまず。 
加湿トレーを奥までしっか0と差し込んで 
<ださい。 

暖房-送風機能を使ラ 

1 . 風向きを調節ずる 

本体の温風-送風吹出□の向さは、温風•送 
風吹出口の風向調節つまみで上方向に調節で 
さます。 


A 運転中、運15直をは風向さの調節を行わない。 

やけどの原因になります。 




「入」状態 



2. 運転ボタン©を巧して運転を開始する 

運転ボタン©を巧ずと運転び開始されまず。 
•運転モードびメモ1」一されているため、直前 
と同じ運転モードで運転を開始しまず。 
※ただし、切タイマーはメモ U —されません。 
•電源スイッチを「入」にして初めての運転で 
は、[強]モードから運転を開始しまず。 

-をラー度運転ボタンを巧ずと運転停止となりま 
すび、停止させる約] 0秒前まで強または弱 
で運転していた場合は、ヒーターを冷やずた 
め、10秒程度送風してから運転を停止しまず。 

3. 運転切替ボタン感で運転モードを選 
択ずる 

運転切替ボタン感を巧ずごとにちのよラに設定 
び切り替わり、運転モードランプび変化しまず。 
※風量は変化しません。 


800 W 400W 

^強-►弱-►送風^ 

(温風） （温風） 
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4. 加湿をずる場合は、加湿ボタン©を 
押して、加湿モードを選択する 

加湿ボタン©を巧ずごとににちのよラに加湿モー 

ドび切り替わり、加湿モードランプび変化しまず。 

•加湿中は、加湿ランプび点灯しまず 

•[湿度を設定した場合（已〇’日〇’フ〇) ] 設定 
した湿度を超えると、加湿を停止し、加湿ラン 
プび消灯しまず。 

-[連続]に設定した場合、湿度に関係なく加 
湿運転を続けまず。 

《本機は加湿運転のみで運転ずることはでき 
ません。暖房び必要ない場合は、送風にし 
て使用してください。 

※湿度は本機に取り付けれらている湿度セン 
サーび感知ずる製品周囲湿度となりまず。 

※加湿運転を開始してちずぐ加湿ランプび消打 
する場合は、設定湿度を超えている可能性び 
ありまず。さらに湿度を上げたし化きには、設 
定値を上げるか、連続運転の設定にしまず。 


※水びなくなると、加湿ランプび点滅し、ブ 
ヴーび已回鳴って運転を停止しまず。 



• 活性炭フィルターを取り付けないで運転し 


ない。 

A 注意 

ホコリなどを聴い込んでしまい、故障の原 
因になります。 


• 運転中は本体を動かさない。 

V _ 

かびこぼれるおそれびあ 0 ます。 


己.切タイマーを設定ずるとをは、運転 
中にタイマーボタン©を押して、切 
タイマーを設定する 

タイマーボタン©を巧ずごとにちのよラに設 

定時間び切0替わ0まず。 

•切タイマーを設定したのち、時間の経過とと 
ちに切タイマーランプび移り変わり、切タイ 
マーび働 < までの時間を表おします。 

-切タイマーを解除するにはタイマーボタン© 
を何度か巧して、切タイマーランプを消好さ 
せてください。 

•切タイマーを設定したあとでを、運転切替ボ 
タン感や加湿ボタン©で運転設定の変更をず 
ることびでさまず。 

•加湿連続運転を設定しているとさ、切タイ 
マー設定時間まで加湿びつづくよラに、水夕 
ンクは満水にして運転を開始してください。 


数字は湿度（％) 

广連続一 ► 已 0 — ►日 0 —► 70 ^ 
-(加湿機能停止）消灯-«- 


(H= 時間) 

广 … 一 ► 2H —► 4H —► 8H ^ 
-(タイマー解除）消灯->- 

8H — ►4H — ► 2H —► 1 
(運転停止）消灯-«- 




















正しい使いかた（つづを) 


6. 運転ボタン毎)を押して運転を停止 
する 

ヒーターを冷やずため、運転ボタン©を巧して 
から約]0秒間、送風運転を行ないます。 

(運転ボタンを巧して終了させる直前約] 0秒 LU 
内に温風趟または弱)のモードであった場合） 

7. 電源スイッチを切り、電源プラグを 
巧く 


フアンび停止したことを確認してから本体裏 
の電源スイッチを切0、電源プラグを抜いて 
<ださい。 



• フアンび停止ずる前には電源スイッチを 


切ったり、電源プラグを巧かない。 

A 警告 

故障の原因になります。 

•使用中、使用後しば5ぐは、温風•送風吹 


出口など高温部にはさわ5ない。 


やけどの原因にな0ます。 


正しく電源び切6れなかったとを 

運転中にいさな0電源スイッチを切った0、電 
源プラグを抜いた場合、安全装置び働さ、しば 
ら <のあいだ電源び入らないことびあ0まず。 

今この場合は、本機び冷めるまでしばらく（約 
30分間）待ってから、運転を開始してくだ 
さい。 

運転を停止させるときには、必ず運転ボタン© 
を押して停止させてください。 


入タイマーの設定 

入タイマーを使用することにより、自動で運転を 
開始させることびでさまず。 

1. 入タイマー運転に支障のない場所を 
選んで設置し、準備する 

-入タイマー運転に支障のない場所(例:可燃物 
び本機のまわりに置かれたりしない）を還んで 
設置します。 

•加湿運転をずるとさは、水タンクに水を給水 
しておいて < ださい。 

2. 電源スイッチを入れ、電源ランプが 
点なしている状態にする 

•運転を終えたあとの、電源ランプのみび点灯 
している状態でち設定でさまず。 

-運転中には設定でさません。 











































3. タイマーボタン©を巧して、入タイ 
マーの時間を設定する 

緑色の入タイマーランプび6 H で点灯しまず。 
タイマーボタン©を巧ずたびにちのよラに入 
タイマーランプび変化しまずので、運転を開 
始ずるまでの時間を設定してください。 

4. 設定した時間に運転ずる運転モード 
/加湿モードを設定する 

運転切替ボタン感、加湿ボタン©を巧して、 
設定した時間に運転ずる運転モード/加湿 
モードを設定しまず。 

《切タイマーは設定でさません。 

※加湿の運転を設定ずる場合、水タンクに水 
びなくてを設定でさるため、水タンクに水 
び入っていることを確認のラえ、設定して 
<ださい。 

己.運転モードランプ、加湿モードラン 
プを確認する 

•入タイマー設定時の待機時は、運転モード 
ランプ、加湿モードランプは点滅状態でず。 

-待機時でを設定の変更は可能でず。 


( H = 時間) 

*6H - ►8H - 

イタイマー解除）消灯->—— 


入タイマーを解除するには 

タイマーボタン©を何度か巧して、入タイマー 
ランプを消灯させてください。 

入タイマーを巧用しないとを 

入タイマーび設定されていると、他の機能の 
設定びでさなくなるので、タイマーボタン© 
を何度か押して、入タイマーランプを消好さ 
せてください。 









お手入れと保巧 


A 警告 


お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセントか6巧さ、本体び;ちめたことを確認ずる。 

感電やけび、やけどの原因になりまず。 


本巧のお手入れ 

本体の巧れは、めるま湯か台所用洗剤に浸してか 
たくしぼった柔らかい巧でふさとり、さらに乾い 
た巧でやさしくからぶさをしてください。（樹脂部 
分は強<こずらないで<ださい。傷つさの原因と 
なることびありまず。） 

温風 • 送風が出口/ちちのの気□の 
お手入れ 

掃除機でホコ U を吸い取ってください。 

加湿 トレーおよびフィルターケース 
のお手入れ（週に2回な上） 

加湿トレー、フィルターケース内に残っている水 
を捨て、水洗いします。 

細部は歯ブラシや綿棒などでちれを落としてくだ 
さい。 

水タンクのお手入れ(週に2回な上) 

水タンク内に水を入れ、水タンクキャップを締め 
て水タンクをよく振り、排水してください。（これ 
を2~3回繰り返しまず。） 



※水タンクは必ず水で洗う。 

お湯で洗ラと変形の恐れびありまず。また洗剤 
などで洗ラと故障の原因とな0まずので、洗剤 
などは使わないでください。 

内部フアン • 活性炭フイルターのお 
手入れ 

① 本体から前面カバーを取りはずず 

② 本体からま性炭フィルターを取りはずず 

③ 活性炭フィルター-フアン部のゴ S やホコ U を 
手や掃除機でていねいに取り除く 

④ 本体の左ちにま性炭フィルターを取り付ける （6 
ページ■使用前の準備「3.ま性炭フィルターを 
取り付ける」参照） 

⑥前面カバーを取り付ける 


フアン部 
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※お手入れのあとは、必ずま性炭フィルターを本 


体に取り付けてください。 



• 活性炭フィルターは水洗いしない。 

公ち意 

活性炭フィルターは水洗いでをません。 

• 活性炭フィルターを必ず取り付けて使用ずる。 


取0付け5れていないと、本体内部にコ fs 


やホコリび入り、故障の原因になります。 

> 


加湿フイルターのお手入れ（週に1 
回な上） 

※加湿フィルターは分解しないでください。 
プラスチック枠をはずずとフィルターびばらば 
らになるおそれびありまず。 

①台所巧中性洗剤を使巧ずる場合 
水またはめるま湯（約4ぴ C 政下）に台所用中性 
洗剤を溶かし（目安：水またはめるま湯1 L あ 
たり、洗剤] 0 ml )、 約30分間加湿フィルター 
をつけ置さしたあと、 水でよくずずぎ、輕く振っ 
て水びしたたらない程度に水をさり、フィルター 
ケース、加湿トレーに取0付けて<ださい。 

③クエン酸を使用ずる場合 
水またはめるま湯（約4ぴ C じ(下）にクエン酸を 
溶かし（目安：水またはめるま湯 3 L あたり、ク 
エン酸20 g )、 約2時間加湿フィルターをつけ 
置さしたあと、水でよくずずざ、水びしたたら 
ない程度に軽く振って水をきり、フィルターケー 
ス、加湿トレーに取り付けてください。 



加湿フィルター 
プラスチック枠 
[巧の測面(つながつ 
ているのが下、離れ 
ているの占1 0] 

フィル ター 

フィルターケース 

[力ープしている面 
び奥側、まっすぐ 
の面び加湿トレー 
の取っ手測] 

加湿トレー 


フィルター の交換 

フィルターをおホめの際は、本体お買い上げの販 
売店またはドウシシャサービスセンター（裏表紙 
参照）にお問い合わせください。 

※フィルターは消耗品でずので、保証期間中でち 
「有料」とさせていたださまず。 

【加湿フィルター】 

約6ヶ月間 （1 曰8時間）の使用を目安に交換して 
<ださい。 

破れたり、巧れびひどくなったり、においびしたり、 
紛失した場合などは、交換してください。 

※加湿フィルターは水洗いでさまず。 

商品名：加湿フィルター （1 個） 

HFT - LA 02 

メーカー希望ル売価格¥]已7已（税込） 
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お手入れと保巧（つづを) 


【ミ舌性炭フイルター】 

約6ヶ月間 （1 曰8時間）の使用を目安に交換して 
<ださい。 

ミちれびひど<なったり、紛失した場合などは、交 
換してください。 

《ま性炭フィルターは水洗いでさません。 

商品名：ま性炭フィルター （2 個セット） 
ACFT - LA 02 

メーカー希望ル売価格¥]已7已（税込） 

お願い 

•住宅用洗剤やシンナー、ベンジン、アルコール、 
磨さ粉などは絶対に使わないでください。 

•化学ぞラさんを使用ずる場合は、そのを意書さに 
したびって < ださい。 

-本体に直接、水をかけて洗わないでください。（感 
電-故障の原因にな0まず。） 

巧巧のしかた 

•お手入れの後、よく乾燥させてください。 

-ポ U 袋などに入れ、取扱説明書ととちにお買い上 
げ時の箱に入れ、湿気のみない場所に保をして< 
ださい。 


修理-ヴービスを依賴する前に 


A 警告 

修埋技術ちなかの人は分解したり修理をしない。 

r 故障かな？」 

と思つたとさには次の点をお調べください。 


猫犬 

主な原因 

処置 

電源が入5ない 

-電源プラグびコンセントに差し込 
まれていない 

電源プラグをしっか0差し込む 


-安定した水平な場所に置かれてい 
ない（転倒オフスイッチび働いて 
いる） 

置さ場所を確認してください （ 安定 
した水平な場所に置く） 


•正し<電源び切られなかったため 
に安全装置び働いている （ 10ペー 
ジ参照） 

本機び冷めるまでしばらく（約30 
分間）待ってから、運転を開始ずる 


•安全装置（温度ヒューズ）び働い 
ている （4 ページ参照） 

販売店またはドウシシャサービスセン 
ター（裏表紙参照）にご連絡<ださい 
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猫犬 

主な原因 

処置 

運転ボタンを押してち、運転 
が始ま 5 ない 

•加湿トレーびしっか0取0付けら 
れていない（電源ランプび点滅し 
ている） 

加湿トレーを取0付けしなおず 

運転がずぐに止ま 5 ない 

•ヒーターを冷やすため ] 日秒程度 
ファンが回るよラになっている 

止まらないのび暖房運転後]0秒程 
度でしたら問題ありません 

カチツと音がずる 

-ヒーターび膨張して音び鳴りまず 

問題ありません 

風量がみなくなった 

-ま性炭フィルターび巧れている 

ま性炭フィルターまわりのお手入れ 
をする 

風の音がラるさい 

-ま性炭フィルターび取り付けられ 
ていない 

ま性炭フィルターを取り付ける 

-前面カバーの取0付けび不十分 

前面カバーをさちんと取0付ける 

加湿運転しているのに霧び 
出てこない 

-本機は気化式のため露はでてきま 
せん 

震び出てこな<てを、加湿されていま 
ずので、問題ありません 

加湿運転しているのに加湿 
ランプが消えている 

-湿度び設定を超えている 

湿度び下びると加湿運転を再開しま 
ず。さらに加湿したい場合、湿度設定 
を上げるか、連続に設定してください。 

加湿運転しているのに加湿 
されない 

-加湿フィルターび取り付けられて 
いない 

加湿フィルターを取り付ける 

加湿運転しているのに水夕 
ンクの水び減 5 ない 

-加湿フィルターび取り付けられて 
いない 

加湿フィルターを取り付ける 

においがずる 

-購入してから初めて〜数回の使用 

使い始めはにおいびずることびあ 
り、数回使用ずることでにおいびか 
な<な0まず 

-加湿トレー内び巧れている 

加湿トレー内 （ 加湿フィルターなど） 
をお手入れをする 

-長期間水をそのままにしていた 

加湿トレー内や水タンクなどをお手 
入れをして、されいな水に交換ずる 

入タイマーをセツトずるこ 
とがでさない 

• 運転中に入タイマーを設定しよラ 
としている 

運転を停止し、電源ランプのみ点灯 
している状態で設定ずる 

入タイマーでずぐに運転び 
止まってしまった 

•加湿運転を設定して、水タンクに 
水びなかった（入タイマー設定時 
は水びな<てを加湿運転の設定は 
でさまずび、運転開始後、ずぐに 
運転を停止します） 

水タンクに水を入れる 


長年ご使用のヒーターはよく点検を 


このよラな症がはあ0ませんか？ 

-電源コードや電源プラグび異常に熱い。 

-電源コードを動かすと、通電したり、しなかったりする。 

-こげ臭い巧いびする。 

-その他の異常-故障がある。 


► このよラな症状の時は、事故防止のため、すぐに電源を切り、 
コンセントか5電源プラグを抜いて、必ず販売店またはド 
ウシシヤサービスセンターに点検をご相談ください。 


1已 





















